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奉仕しよう みんなの人生を豊かにするために 

本日 第 847 回 2022 年 2 月 27 日(日曜日) 815 号 

  

前回 第 846 回例会 2022 年 2 月 15 日（火曜日) 記録 

会 員 総 数 17 名   出 席 者 12 名    出 席 率  70.58% 

＜会長挨拶＞ 

愛知長久手ロータリークラブ 

会長 伊藤 真 

みなさまこんにちは、会長の伊藤です。本日もお集まりくださいましてありがとうござ

います。ここ数日は大変寒くなっておりましてお風邪など大丈夫でしょうか。巷ではオミクロンが猛威を振るっ

ておりまして、来週期限を迎えておりました愛知県の蔓延防止措置も延長されるような話も出ているようです。

コロナもこう長くなりますと、クラブの活動も変えていかなければならないようにおもいます。本来であれば、

そろそろインターシティミーティングの準備に入らないといけない時期になっておりますのに、先日、ウェブ開

催に変更となりましたし、プログラムもいまだ未定の部分があるようです。インターシティに合わせて、ロータ

リーデーというのを開催して欲しいとの要望がガバナー補佐の梅村さんからでておりました。これも、日程を変

更しまして、どういう形で２つのクラブがイベントを開催するといいのかを尾張旭さんと協議しております。幸

い桜井さんが長久手との合同イベントに大変前向きな方なのでそういう意味でも助かっております。ちなみに打

ち合わせは田中さんの華野でやらせていただきました、桜井さんはずいぶん華野がお気に召したようでした。 

ロータリーデーの話を少しいたしますと、４，５年前から聞くようになったように思います。コンセプトとして

は市民参加型のオープンなイベントを企画して地域の人たちにロータリーの存在や活動を知ってもらおうとい

う内容で、新聞メディア等にも取り上げてもらって、存在感を高めようというもので、食べ物を提供する、講演

会を開く、ロータリーの理念に通じる良いことをした市民を表彰する、他団体とイベントを共催して今後もお互

いに訪問し合うなどパートナーシップを築くなどが挙げられています。ぼくが思うにいずれも会員増強につなが

るアイデアであろうとおもいますし、うまくいくといいなと思います。本日は長久手単独開催のイベント内容に

ついても皆さまと考えてまいりたいとおもいますので、最後まで例会をお楽しみくださいますようお願もうしあ

げましてあいさつとさせていただきます、ありがとうございました。 

21-22 年度補助金事業「長久手子供自転車教室」 
場所：長久手市立交通児童遊園 

時間：10:00～11:00 



 

【1・2月度祝福】 

                               

             

 

 

 

 

 

1/21 寺島五雄さん・2/13 山田文明さん・2/20 伊藤広治さん 

 

＜ニコボックス＞ 

・本日もどうぞ宜しくお願いします。                            伊藤 真 

・お祝いありがとうございます。                              伊藤広治 

・お祝いありがとうございます。75歳の誕生日を迎えることが出来ありがとうございます。 

 皆様には大変お世話になりました青少年交換留学生山田空がロータリーの友に掲載いただき 

 孫の成長を見ることが出来て感謝申し上げます。                      山田文明 

・本日もよろしくお願いします。                              寺島五雄 

・寺島さん、山田さん、伊藤さんお目出とうございます。本日も宜しくお願いします。‼     丹羽司一 

・寺島さん、山田さん、伊藤さんお誕生日おめでとうございます。                日野典子 

・本日もよろしくお願いします。                              大島昭夫 

・寺島さん、山田さん、伊藤さんお誕生日おめでとうございます。本日も宜しく御願い致します。 青山和成 

・本日もよろしくお願いします。寺島さん、山田さん、伊藤さんお誕生日おめでとうございます。 田中信子 

・寺島さん、山田さん、伊藤さんお誕生日おめでとうございます。会長幹事本日は宜しくお願い  神谷恵理 

 します。 

・本日もよろしくお願いします。                              小谷恒夫 

   “ ドーピング アンフェタミンにヒロポンと 昔は良くても 今はダメダシ！ ” 

 

＜幹事報告＞ 

① 本日例会終了後、第 8回理事役員会がございますので、よろしくお願いいたします。 

 

② 次回例会は、2/27(日)2021-22年度補助金事業自転車教室となります。 

時間 10:00～11:00 場所 長久手市立交通児童遊園 住所 長久手市城屋敷 410 

卓話時間に当日の進行役割分担等を決めたいと思いますのでよろしくお願いいたします。 

 

③ 3/1(火)例会出欠につきましては、2/24(木)までに伝助にご入力をお願いいたします。本日出欠がわかる方は直接事務局に

お伝え下さい。 

 

④ 延期となっておりました「第 9回ワールド+ふれ愛フェスタ」開催が決定となりました。日程は 4/23（土）・ 

4/24(日)となります。場所は名古屋・栄久屋大通公園となります。本日再度パンフレットお配りいたします

のでよろしくお願いいたします。 

 

 



＜卓話＞ 

           「21-22 新地区補助金事業について」      2021-22年度会長 伊藤真 

・日にち 2月 27日（日曜日）  時間 10:00~11:00 の予定です 

・場所 長久手市立、交通児童遊園（長久手市、城屋敷 410） 

・対象 長久手藤前地区の子供会の児童・・・保育園年長から小学 3 年生合わせて 8 名（男児４名、女児 4 名） 

 

協力はサイクルベースあさひ、長久手店の店長種本さん、スタッフ横田さんの 2 名 

長久手市役所こども未来課の担当今津さん、児童遊園管理の伊藤さんがいらしていただけることになりました。 

 

【タイムテーブル】 

９：００ 設営開始 （バルーンアーチの設置） （コロナの感染対策） 

１０：００スタート 内容 ・安全に乗るための家庭でのメンテナンス  

              ・上達する練習方法      

・自転車のおススメ安全グッズ 

              ・交通ルール、標識の見方  

  ・自転車の選び方 

              ・最後に参加賞プレゼント 

１１：００終了の予定 

当日中経済新聞の取材の可能性があります 

参加者はロータリークラブのジャケットを着用してください（ない方につきましては事務局に若干の予備が

ございますのでお申しつけください） 

公園の駐車場は 8台分しかないので、近くにお止めいただくことになると思います 

今回は規模を小さくやる予定ですが、バルーンアーチを立てるのに少し時間がかかるかもしれません、よろし

くお願いいたします 

 

１） 児童養護施設との交流事業 

<目的> 実際の職場を体験することにより進路学習の充実を図る。 

・児童養護施設の子供たちに、長久手のメンバーの会社を訪問して、作業内容の説明や職場体験をして貰もらい 

交流を図る。 

 

２） 台湾との交流事業 

＜目的＞コロナ渦でも、ネットを活用し、世界を繋がるチャンスがある事を広める。 

・中学校に Zoomの環境がある為、長久手メンバー運営の元（奨学生のユヘイさんには通訳）、日本と台湾を Zoom 

でつなぎ、文化関係の部活等で作成した作品を、お互いの国の生徒に発表して貰い、交流できる機会を作る。 

 

３） 交通安全事業 

＜目的＞将来ある子供たちに、外で運動する楽しさを知って貰う。 

・今年度のサイクリングと同じ場所もしくは保育園等で、長久手メンバーが提供した（自転車やキックボード等）

に触れあって貰い、家の中ばかりではなく、仲間と外で運動する楽しさを学んで貰う。 

 
 
 
 



【2 月 平和構築と紛争予防月間】ロータリーの友 2 月号より 

 
アメリカ・ショアラインコミュニティカレッジ経営学部オンラインコース 

山田  空（2019 － 20 年度、第2760 地区からノルウェーに派遣） 

 

① プロの料理人を目指す私の立場から考えれば、世界中の人が食べる 

ことに苦しまなくなることだと思います。食べることは生きる上で必須。 

食事から得られるものも大きく、全ての人にとって重要です。 

ですが、現在は世界で約9 人に1 人が満足に食料を得られません。 

食料問題を解決するのはとても難しいことだと思いますが、 

まずはこのような人たちにも食料が行きわたるようにすることが、 

平和への一歩ではないかと思います。 

② 二つの行動ができると思います。まずは、食料が不足している所に食料を提供すること。世界ではまだ食べられる状態

の食料が年間13 億トンも廃棄されており、それを加工食品などにして届ければ、食品ロスの撤廃にもつながると思い

ます。二つ目は食料不足に赴き、現地で共に食料を生産すること。食料を作る技術を教えたりすることで、食料をただ

提供するだけではなく、現地の人の自立にもつながると思います。 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 月 1日(火) 3 月 12 日(土) 3 月 15 日(火) 3 月 22 日(火) 

R財団補助金セミナー報告 東尾張分区 IMWEB 開催 クラブフォーラム 同週祝日振替休会 

(トヨタ博物館)  (トヨタ博物館)  


